
今月の主な内容 今月の表紙
11 月 15 日（日）、紀美野町誕生 10 周年を記
念して、きみの健康フェアが総合福祉センター
で開かれ、多くの人出でにぎわいました。
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12 月 10 日から 16 日までは、
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
です

政府では 17 名の日本人を北朝鮮による
拉致被害者と認定するとともに、毎年 12
月 10 日から 16 日までの１週間を「北朝鮮
人権侵害問題啓発週間」と定めています。
拉致問題など北朝鮮当局による人権侵害
問題は、社会を挙げて取り組むべき課題で
あり、警察では拉致に関与した北朝鮮工作
員や「よど号」犯人等について国際手配を
行うなど所要の措置を講じています。
県警察としましても、拉致の可能性を排
除できない事案の捜査・調査等を推進して
おりますので、皆様のご理解とご協力をお
願いします。

海南警察署

氏
は
、
昭
和
38
年
９
月
野
上
町

消
防
団
に
入
団
し
、
第
３
分
団
団

員
を
拝
命
。
平
成
２
年
６
月
か
ら

班
長
、
平
成
７
年
６
月
か
ら
は
分

平
成
27
年
度
和
歌
山
県
更
生
保

護
大
会
に
お
い
て
、
堀
本
順
亮
氏

が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

団
長
を
歴
任
し
、
平
成
24
年
３
月

末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
約
49
年

間
、
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
、
地
域
の
防
火
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
永
年
に
亘
る

消
防
団
員
の
経
験
を
活
か
し
、
地

域
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
な

ど
益
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
章
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
。
晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ

た
堀
本
氏
は
、
平
成
６
年
保
護
司

と
し
て
就
任
以
来
、
積
極
的
に
更

生
保
護
活
動
を
続
け
ら
れ
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
度
の
受
賞
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

元
野
上
町
消
防
団 

分
団
長
　
下
垣
内 

修
司
氏

　
　
　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　
法
務
大
臣
表
彰
　
受
　
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
本
　
順
亮
氏

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

11
月
11
日
、
県
民
交
流
プ
ラ
ザ

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
に
お
い
て
和
歌

山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

田
渕
氏
は
平
成
10
年
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

平
成
19
年
12
月
か
ら
紀
美
野
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
、

ま
た
平
成
26
年
１
月
か
ら
和
歌
山

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副

会
長
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

長
年
に
わ
た
る
ご
貢
献
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
、
今
後
も
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
度

　
和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労

和
歌
山
県
知
事
感
謝
状

　
田
渕
晴
民 

氏

臨時福祉給付金のご案内
平成 26年４月からの消費税増税に伴い、平成 27年度住
民税が非課税かつ扶養者も非課税の方に対しては、暫定的・
臨時的な措置として臨時福祉給付金が支給されます。
申請のお済みでない方は、早め目に手続きをお願いしま
す。

対象者は、次の条件に該当される方です。
○平成 27年１月１日紀美野町に住民票がある方
○平成 27年度住民税が課せられてない方
○扶養（子ども）にされている方も非課税の方

受付終了日は、平成 28年１月 29日です。
受付場所は、役場本庁住民課・総合福祉センター内保健
福祉課・美里支所住民室
申請に必要なもの　印鑑・世帯主本人確認書類（保険証・
　　　　　　　　　運転免許証等）・振込先の通帳
■問い合わせ　保健福祉課　☎４８９－９９６０

下垣内修司 氏（小畑）

田渕晴民 氏（下佐々）

堀本順亮 氏（下佐々）
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　第 10 回戦没者等の遺族に対する
　　　　特別弔慰金の請求がおすみでない方へ

公務扶助料や遺族年金を受けていた人が亡くなるなどしたことで、平成
27 年４月１日に公務扶助料や遺族年金の受給権がない場合、第 10 回特別
弔慰金として額面 25 万円、５年償還の記名国債が支給されます。

対象者
①平成 27 年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等の援護法による弔慰
金の受給権を取得した人
②戦没者等の子	
③戦没者等の１父母、２孫、３祖父母、４兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たして
いるかどうかにより順番が入れ替わります。
④上記①～③以外の戦没者等の三親等内の親族（甥・姪等）
※戦没者等の死亡当時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた
人に限ります。
■請求窓口　紀美野町役場　保健福祉課（総合福祉センター内）・美里
　　　　　　　支所 住民室
■申請に必要なもの　印鑑・請求者の戸籍抄本
■請求期間　　　　　平成 30 年４月２日（月）まで	
■問い合わせ　　　　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０
　　　　　　　　　　美里支所住民室 ℡ ４９５－３４６４

富
有
柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
昭
島
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
・
ビ
ッ
ク
昭
島
店
に
て

紀
美
野
町
誕
生
10
周
年
記
念

き
み
の
健
康
フ
ェ
ア 

開
催
!!

～
食
と
薬
を
考
え
よ
う
～　

11
月
11
日
、
12
日
に
東
京
で
、

紀
美
野
町
の
柿
の
消
費
拡
大
・
販

売
促
進
の
た
め
、
寺
本
町
長
と
Ｊ

Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
に
よ
る
富
有

11
月
15
日
（
日
）
に
紀
美
野
町

誕
生
10
周
年
を
記
念
し
て
、「
き

み
の
健
康
フ
ェ
ア　

～
食
と
薬
を

考
え
よ
う
～
」
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
健
康
推
進
員
コ
ー

ナ
ー
で
血
圧
測
定
や
骨
密
度
測
定

な
ど
を
行
っ
て
日
頃
の
健
康
度
を

確
か
め
た
り
、
介
護
予
防
バ
イ
キ

ン
グ
の
試
食
を
し
ま
し
た
。
ま
た

薬
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
海
南
薬

剤
師
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
効
能

な
ど
に
つ
い
て
個
別
相
談
を
行

い
、
会
場
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
＝
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

つ
け
た
き
み
ち
ょ
ん
が
登
場
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
ブ
ー
ス
で
は
介
護

保
険
事
業
所
と
合
同
で
、
薬
の
こ

と
や
歯
の
健
康
、
話
題
の
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
家
か
ら
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

昭
島
市
の
ザ
・
ビ
ッ
グ
昭
島
店

で
、
店
舗
の
一
部
に
平
核
無
柿
と

富
有
柿
を
並
べ
、
一
個
84
円
の
バ

ラ
売
り
と
８
個
入
り
化
粧
箱
１
，

９
９
７
円
で
販
売
を
行
い
、
平
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
に

買
っ
て
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し

た
。

講演会風景

写
真
：
左
か
ら 

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
次
本
組
合
長
、

寺
本
町
長
、
柿
部
会 

山
谷
部
会
長

介護予防バイキング

薬の相談コーナー

健康チェック
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～
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
は
法
律
に
定
め
ら

れ
た
義
務
で
す
～

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ま
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
期
限
は
２
月
１
日
で

す
！

「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い

る
け
れ
ど
個
人
住
民
税
は
徴
収
し

て
い
な
い
。」
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
法
令
等
の
定
め
に

よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
、
全
て
の
従

業
員
に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
く
義
務
が

あ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己
負

担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま

す
。患

者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険

財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
‐

５
３
‐
０
０
０
６
（
通
話
無
料
）

【
発
行
元
】

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６

８
８

10
月
17
日
（
土
）、
海
南
鋼
管

地
区
で
地
区
住
民
や
介
護
保
険
事

業
所
職
員
、
海
南
警
察
署
員
ら
約

50
人
が
参
加
し
て
、
認
知
症
の
人

を
見
守
る
た
め
の
、
安
心
声
か
け

練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
認
知
症
施
策
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
認
知
症
の
人
を
見
守
る
た
め
の

取
組
み
で
、
今
年
で
５
回
目
に
な

り
ま
す
。

河
南
集
会
所
を
会
場
に
、
海
南

警
察
署
地
域
課
・
畑
中
氏
に
よ
る
、

「
海
南
警
察
署
管
内
に
お
け
る
行

方
不
明
事
案
状
況
に
つ
い
て
」
の

説
明
と
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に

つ
い
て
、
琴
の
浦
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
森
作
業
療
法

士
よ
り
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
様

子
が
気
に
な
る
認
知
症
高
齢
者
に

ど
の
よ
う
に
し
て
声
を
か
け
る
の

か
、
寸
劇
を
交
え
て
参
加
者
に
見

て
も
ら
っ
た
後
、
地
区
住
民
32
人

が
地
域
を
歩
き
、
介
護
保
険
事
業

所
職
員
扮
す
る
認
知
症
高
齢
者
役

に
声
を
か
け
、日
常
会
話
か
ら「
ど

こ
か
ら
来
た
の
」「
ど
う
し
た
の
」

な
ど
と
質
問
を
し
、
安
全
な
場
所

に
誘
導
し
な
が
ら
年
齢
や
服
装
な

ど
を
警
察
等
に
通
報
す
る
ま
で
の

流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

同
集
会
所
で
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
は
じ
め

の
第
一
声
に
戸
惑
っ
た
」「
１
人

よ
り
２
人
で
対
応
す
る
ほ
う
が
い

い
と
思
っ
た
」「
こ
ん
な
場
面
に

出
く
わ
し
た
と
き
、“
こ
の
人
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
”
と
い
う
見
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
今

回
の
経
験
で
次
か
ら
は
声
か
け
が

で
き
る
と
思
う
」
と
い
う
声
が
あ

り
、
認
知
症
高
齢
者
役
か
ら
は
、

「
目
線
を
合
わ
せ
日
傘
を
か
け
て

く
れ
る
な
ど
、
そ
う
い
う
優
し
さ

が
安
心
感
に
つ
な
が
る
と
思
っ

た
」「
参
加
者
の
“
な
ん
と
か
し

て
あ
げ
た
い
”
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
た
」「
参
加
者
の
対

応
に
感
動
し
た
。
自
分
の
業
務
に

活
か
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
※
）
を

か
ね
て
開
催
し
、
参
加
者
全
員
、

32
名
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
今

後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。

警
察
庁
調
べ
に
よ
る
と
、
平
成

26
年
の
全
国
の
行
方
不
明
者
数
は

約
８
万
１
千
人
、
そ
の
う
ち
認
知

能
力
等
の
低
下
が
原
因
と
思
わ
れ

る
方
は
約
１
万
人
あ
り
、
全
体
の

約
13
％
を
占
め
ま
す
。
紀
美
野
町

で
も
発
生
し
て
お
り
、
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

紀
美
野
町
で
は
、
町
を
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
外
出
で
き

る
地
域
に
す
る
べ
く
、
海
南
警
察

法
人
、
個
人
を
問
わ
ず
、
平
成

27
年
中
に
給
与
等
を
支
払
わ
れ
た

方
は
、
す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い

て
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表

及
び
個
人
別
明
細
書
）を
作
成
し
、

関
係
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所

得
者
に
と
っ
て
町
民
税
・
県
民
税

の
申
告
に
代
わ
る
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
ご
記
入

の
う
え
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
記

載
を
し
た
事
業
者（
給
与
支
払
者
）

に
対
し
て
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
）

■
提
出
期
限

　

平
成
28
年
２
月
１
日

■
提
出
対
象
者

平
成
27
年
中
に
給
与
等
の
支
払

い
を
し
た
す
べ
て
の
従
業
員
等

（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人

役
員
等
を
含
む
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
青
色
事
業
専
従
者
へ
の
給

与
（
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場
合

も
含
む
）
に
該
当
す
る
場
合
や
、

源
泉
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
提
出
先

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
従

業
員
の
住
所
地（
住
民
税
担
当
課
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
の
途

中
で
退
職
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
退
職
時
の
住
所
地
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
５
）

～
認
知
症
の
人
が
地
域
の
中
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
～

安
心
声
か
け
練
習
を
実
施
!!

海
南
鋼
管
地
区
で

（
五
面
ヘ
つ
づ
く
）
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11
月
８
日
（
日
）
、
下
佐
々
地

区
自
主
防
災
組
織
（
若
林 

豊
会

長
）
の
防
災
訓
練
が
野
上
中
学
校

で
行
わ
れ
、
住
民
や
生
徒
ら
約

１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
、
防
災
行
政
無
線
か

ら
訓
練
開
始
の
放
送
が
流
れ
る

と
、
参
加
者
は
自
宅
を
出
て
危
険

個
所
の
確
認
を
し
な
が
ら
、
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
野
上
中
学
校
体

育
館
に
集
合
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
同
地
区
に
お
け
る
土

砂
災
害
危
険
個
所
や
過
去
の
災
害

に
つ
い
て
の
講
習
が
あ
り
、
そ
の

後
、
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
、

地
元
消
防
団
の
方
々
の
指
導
に
よ

る
消
火
栓
か
ら
の
放
水
訓
練
や
野

上
厚
生
総
合
病
院
の
栄
養
士
、
調

理
師
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
震
災
食

の
調
理
体
験
、
救
命
講
習
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
平
吉
見
海
南
鋼
管

自
主
防
災
組
織
（
田
淵　

均
会

長
）
の
防
災
訓
練
（
昭
和
28
年
７

月
18
日
の
紀
州
大
水
害
規
模
の
災

害
を
想
定
し
た
机
上
訓
練
）
が
住

民
約
30
人
が
参
加
し
て
、
吉
見
集

会
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

情
報
班
・
消
火
班
・
救
出
救
護

班
・
避
難
誘
導
班
・
給
食
給
水
班

の
５
つ
の
班
に
分
か
れ
、
考
え
ら

れ
る
問
題
点
、
何
の
準
備
が
必
要

か
、
ど
う
い
う
行
動
を
起
こ
し
た

ら
よ
い
か
な
ど
意
見
を
出
し
合

い
、
最
後
に
そ
の
検
討
内
容
に
つ

い
て
各
班
ご
と
に
発
表
し
ま
し

た
。

防
災
訓
練
を
実
施
!!

下
佐
々
地
区
自
主
防
災
組
織

平
吉
見
海
南
鋼
管
自
主
防
災
組
織

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介　）

平成 27 年７月より、国保

野上厚生総合病院の内科に勤

務しております、和田有紀と

申します。和歌山県立医大消

化器内科所属で、これまで和歌山県立医大、国保

日高総合病院で消化器内科を中心とした診療に携

わってきました。

また、最近２年間は熊本県で特定健診や人間ドッ

ク、内視鏡等の検診業務に携わってきました。ま

だまだ修行中の身ではありますが、地域の皆様に

貢献出来るようにがんばっていきたいと思います

ので、どうぞよろしくおねがいいたします。

25

内科　医師　　和
わ

田
だ

 有
ゆ

紀
き

10
月
31
日
、
古
座
川
町
で
開
催

さ
れ
た
「
第
５
回
き
の
く
に
移
住

者
大
交
流
会
」
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
和
歌
山
県
内
の

定
住
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
紀
美
野
町
、
日
高
川
町
、
古

座
川
町
が
毎
年
合
同
で
行
っ
て
い

る
催
し
で
す
。
今
回
は
３
町
の
ほ

か
に
有
田
川
町
や
す
さ
み
町
な
ど

か
ら
も
参
加
さ
れ
た
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
古
座
川
町
の
特

産
品
を
使
っ
た
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
田
舎
生

活
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
親
睦
を

深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

署
・
海
南
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
・
事
業
所
・
行
政
等
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症

の
人
を
見
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
＝
紀
美
野
に
こ
に
こ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
見
守
り
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
協
力
事
業
所

や
協
力
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
を
見
守
る
応

援
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
時
間

は
１
時
間
程
度
、
受
講
は
無
料
で

ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
保
健
福
祉
課　

　

☎
４
８
９
‐
９
９
６
０

放水訓練（野上中学校）

机上訓練の様子（吉見集会所）

目線を合わせて「こんにちは」 離れた場所で「もしもし、警察ですか？」
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平成２７年度
  シルバー☆　転ばん塾生　募集！

最近『足腰が弱くなった』『つまずきやすくなった』など
感じていませんか？　この教室は、眠っている筋肉・神経
を目覚めさせ、足腰の筋力をつけるための運動教室です。

月　日：平成２８年１月８日　～　３月２５日
　　　　の毎週金曜日　（全１２回）
時　間：９時３０分～１１時３０分
会　場：美里支所３階
指導者：健康運動指導士
参加対象者：

おおむね６５歳以上の町民の方で、かかりつけ医から運
動を止められていない方。

　（但し、要介護認定を受けている方は参加できません。）
※保険代は自己負担です
　１２月２５日（金）までに電話でお申し込みください。
保健福祉課（℡ ４８９－９９６０）

平成27年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○きみのこども園　　12 月　7 日（月）・21 日（月）℡ 489 － 2144
○神野保育所　　　　12 月　2 日（水）・16 日（水）℡ 495 － 2049
○毛原保育所　　　　12 月　9 日（水） ℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、きみのこども園

○コアラ　　　　12 月　8 日（火）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（クリスマス会）
○カンガルー　　12 月 16 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　　　　　　　　（16 日は栄養士による栄養相談も行っています。）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（9 時～ 12 時・13 時～ 16 時）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　 12 月　7 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 12 月 14 日（月）栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2・4 木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 12 月 24 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　 きみのこども園、神野保育所、毛原保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制） 12 月 14 日（月）　
12 月 28 日（月）　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 12 月 14 日（月）　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12 月　9 日（水）13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

12 月 14 日（月）
12 月 28 日（月）　　

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 12 月 21 日（月）　17 時～ 19 時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで。		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

10 時 30 分〜 11 時 30 分

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（12月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　2日、9日、16日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

保健センターだより
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

障がい者巡回相談のお知らせ
紀美野町・海南市から委託をしている相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

12 月　1 日（火）
総合福祉センター
美里支所

9時30分～12時
13時30分～16時

●野上厚生総合病院指定相談支援事業所
●療育センターＡ

あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２１７８
℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９12 月 16 日（水）
総合福祉センター
美里支所

9時30分～12時
13時30分～16時

平成２７年度遠隔外来の実施について
～みなさんも「遠隔外来」を
　　　　　　　　受けてみませんか？～

県立医大地域医療支援センターでは、平成２６年
７月より遠隔医療支援システム（※）を利用した遠隔
外来の運用を開始しました。
遠隔外来を利用することにより、システム設置医
療機関の医師に加え、県立医大附属病院の医師のア
ドバイスを受けることができます。
また、県立医大附属病院まで来院しなくても、お
近くの医療機関で受診することができるので、通院
に要する時間や経済的負担なども軽減できます。
平成２７年度は、実施枠を１４診療科２６専門外
来に拡大！
吉田　宗人　病院長による特別枠（専門外来名：
脊椎・脊髄疾患）も実施中です！！ 

いきいき脳生活で認知症予防！
やってみませんか？脳のトレーニング
認知症ってどんな病気？　予防するには
どうすればいいの？
みなさんの関心があるところではないで
しょうか。
認知症を正しく理解するとともに、脳の
トレーニングで今の脳を更に活性化させましょう！
ぜひ、お気軽にご参加ください。

１．日　時：【全８回】　
　　いずれも １３時３０分～１５時３０分
平成２８年１月１５日（金）・２２日（金）・２９日（金）
　　　　　２月１２日（金）・２６日（金）
　　　　　３月１１日（金）・１８日（金）・２５日（金）
２．場　所：小川地区公民館
３．対象者：おおむね６０歳以上の方
　　　　　　（要介護認定を受けていない方）
４．定　員：１５名程度（先着順）
５．内　容：厚生病院の医師による講義・個別面談

（２回）、認知機能検査（２回）、個人
及びグループ活動等

みなさんも是非一度遠隔外来を受けてみませんか？
※インターネット回線を利用したテレビ会議システム

お問い合わせ先
（遠隔医療支援システム設置医療機関）
国保野上厚生総合病院　事務所（TEL：０７３－
４８９－２１７８）又は和歌山県立医科大学　地
域医療支援センター（TEL：０７３－４４１－
０８４５）

※この事業は、和歌山県と和歌山県立医
大病院脳神経外科が協働で開発した
「認知症予防教室プログラム」にもと
づくものです。

申込み：
12 月１日～平成 28 年１月 8日ま
での間に下記までお申し込みく
ださい。
　紀美野町　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０

肝炎ウイルス検診を受けましょう
平成 27 年度中に満 40 歳となる方と満 41
歳以上となる方で、過去に肝炎ウイルス検診（Ｂ
型、Ｃ型）を受けたことがない方は、３月 31
日まで医療機関にて肝炎ウイルス検診を受ける
ことができます。
事前申し込みが必要ですので、詳細は保健福
祉課までお問い合わせください。

0 ～ 9 の 10 個 の
数字のうち、１つ足
らない数字は何でし
ょうか？

できるだけ全日程
ご参加ください。
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第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

「
き
み
の
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
１
５

（
第
４
次
紀
美
野
町
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
に

基
づ
き
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。
左

記
の
と
お
り
公
募
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
公
募
説
明
会　

12
月
21
日（
月
） 

　

13
時
30
分
～

■
場
所  

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

■
説
明
会
参
加
申
込
み
締
切  

　

12
月
16
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ  

〒
６
４

０
‐
１
１
２
１　

紀
美
野
町
下

佐
々
１
４
０
８
‐
４　

紀
美
野

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

保

健
福
祉
課
（
℡ 

４
８
９
‐
９

９
６
０
）

※
公
募
要
項
及
び
募
集
関
係
様
式

集
は
保
健
福
祉
課
で
配
布
の
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
に
お
た

ず
ね
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
募
対
象
施
設
：

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

平
成
27
年
９
月
４
日
に
農
業
協

同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
が
公
布
さ
れ
、
農
業
委

員
会
委
員
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
の
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
例
年
12
月
に
配
布

し
て
い
ま
し
た
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
は
、
平

成
27
年
か
ら
配
布
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
役
場

産
業
課（
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

不
要
に
な
っ
た
本
が
、
犯
罪
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

読
み
終
え
た
本
を
バ
リ
ュ
ー

ブ
ッ
ク
ス
（
古
本
買
取
業
者
）
へ

送
る
こ
と
で
、
全
国
被
害
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
毎
年
１

月
に
、
寄
附
者
情
報
と
と
も
に
買

い
取
り
相
当
額
が
、
紀
の
国
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
振
り
込
ま
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
本
の
ご
寄
附
で
、
犯

罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
申
込

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局　

℡
０
７
３
‐
４
２
７

‐
２
１
０
０　

月
～
金　

10
時

～
17
時　

土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く

業
所

整
備
数
：
１
施
設

整
備
年
度
：
平
成
28
年
度

整
備
圏
域
：
野
上
圏
域

日本年金機構からのお知らせ

「街角の年金相談センター和歌山（オフィス）」
開所のご案内

平成 27 年 12 月 7 日（月）より和歌山市に開所
しますので、お気軽にお越しください。

名　　称　　「街角の年金相談センター和歌山
（オフィス）」

所 在 地　　損保ジャパン和歌山ビル　１階
　　　　　　（和歌山市美園町三丁目32-1）
受付時間　　月～金曜日　8時30分～17時15分

（土・日・休祝日は休ませていただ
きます。）

※街角の年金相談センター（オフィス）は「対面
による年金相談」を行っております。日本年金
機構の委託を受けて全国社会保険労務士会連合
会が運営しております。

ご回答ありがとう
ございました

平成 27 年 10 月 1 日現在で実施した「国勢調査」
につきましては、調査票の記入及び回収にご協力
をいただきまして、ありがとうございました。
この調査結果は、さまざまな法令に基づいて使
われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整
備など、私たちのより良い生活のために役立てら
れます。
人口の速報値については、平成 28 年 2 月に公
表予定で、その後より詳細な結果を順次公表して
行きます。
これからも統計調査にご理解をよろしくお願い
します。

　　　　　　　　紀美野役場　企画管財課
　　　　　　　　　　（℡４８９－５９１３）

年末・年始の役場、公民館等
■役場の仕事納めと仕事始め

仕事納め…12月28日（月）　仕事始め…１月４日（月）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場

12 月 29 日（火）～１月３日（日）　
なお、天文台は 12 月 27 日（日）～１月５日（火）

■物品納入、工事代金等の支払い
年内の口座振込は、12月24日（木）が最終となります。
ご了承お願いします。

■年末・年始のごみ収集等については、各戸配布をご覧
ください。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
者
の
公
募
に
つ
い
て

農
家
の
方
々
へ  

農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
廃
止
の
お
知
ら
せ

ホ
ン
デ
リ
ン
グ

～
本
で
広
が
る
支
援
の
輪
～
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国
民
健
康
保
険
野
上
厚
生
病
院

組
合
で
は
、
左
記
要
領
で
職
員
採

用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

一
般
事
務
職

■
採
用
予
定
人
員　

２
名
程
度

■
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
一
次
試
験
日

　

平
成
28
年
１
月
９
日
（
土
）

■
採
用
予
定
日

　

平
成
28
年
４
月
１
日

■
応
募
方
法　

平
成
27
年
11
月
24

日
～
12
月
14
日
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
、
国
民
健
康
保
険
野
上
厚

生
病
院
組
合
事
務
局
経
理
課
へ

簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
下
さ

い
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し

て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
又
は
、
経
理
課
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

経

理
課
℡　

０
７
３
‐
４
８
９
‐

２
１
７
８

左
記
に
よ
り
町
営
住
宅
（
特
定

優
良
賃
貸
住
宅
）
入
居
者
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
応
募
に
際
し
入
居

資
格
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
、役
場
本
庁
（
企

画
管
財
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

頂
く
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
公
募
住
宅

募
集
期
間
：
平
成
27
年
12
月
７

日
（
月
）
～
18
日
（
金
）
17
時

15
分
（
必
着
）

◎
野
中
団
地　

４
０
１
号
（
紀
美

野
町
野
中
７
２
番
地
）
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
★
入
居
資
格

⑴
同
居
人
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
は
親
族
で
あ
る
こ
と
。

⑵
世
帯
員
全
員
の
算
定
月
収
額
が

１
５
８
，
０
０
１
円
以
上
２
５

９
，
０
０
０
円
以
下
。

（
但
し
１
５
８
，
０
０
１
円
以

下
で
あ
っ
て
も
将
来
に
わ
た
り

上
昇
が
見
込
ま
れ
る
者
を
含

む
）

⑶
現
在
、
持
ち
家
が
な
く
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
方
。

⑷
申
込
時
ま
で
の
住
民
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
家
賃
、
敷
金
を
支
払
う
能
力
が

あ
る
こ
と
。

⑹
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と
。

■
受
付
問
合
せ

　

役
場
企
画
管
財
課　

公
営
住
宅
係 

℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

事業主のみなさまへ
  労働保険に入っていますか？
正社員、パート、アルバイトなど、雇用形
態に関わらず、一人でも労働者を雇っている
場合、事業主は労働保険に加入する義務があ
り、その手続きが必要です。詳しくは和歌山
労働局、最寄りの労働基準監督署、ハロー
ワークにご相談ください。

■問合せ先
和歌山労働局労働保険徴収室：
０７３‐４８８‐１１０２
和歌山労働基準監督署：
０７３‐４８８‐１２０２
ハローワークかいなん：
０７３‐４８３‐８６０９

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせ
林業の仕事をしていたことがありませんか？
林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取っていない方を探し

ています。
以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入していたか分か

らない方についてもお調べいたします。
また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手続き

（共済手帳の紛失、退職金の請求等）の必要が生じた場合はできうる限り
の範囲において速やかに対応したいと考えておりますので、最寄の支部又
は本部へお問い合わせ、ご相談下さいますようお願いいたします。
＜お問い合わせ先＞
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル
電話03-6731-2887　ＦＡＸ03-6731-2890
・詳しくはホームページでもご案内しております。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

『防衛省からのお知らせ』　　　　　　　　　　　　陸上自衛隊高等工科学校生徒募集　受付中
募集種目 区分 募集人員 応 募 資 格 受付締切 試験期日 合格発表 試験会場

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

推薦 約60名

中卒（見込含）17歳未満の男子
で、成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を収め、学校
長が推薦する者

平成27年
　　12月４日

平成28年１月９日～ 11
日の指定する１日 　平成28年１月20日  陸上自衛隊高等工科学校

 （神奈川県横須賀市）

一般 約260名 中卒（見込含）17歳未満の男子 平成28年
　　１月８日

（１次試験）
　平成28年１月23日
（２次試験）
平成28年２月４日～
８日の指定する１日

（１次試験）
　平成28年１月29日
（最　終）
　平成28年２月19日

（１次試験）
　ビッグ愛（和歌山市）
　田辺市民総合センター

（田辺市）
（２次試験）
　信太山駐屯地

（大阪府和泉市）

■問い合わせ
自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　〒６４９－０３１６　和歌山県有田市宮崎町１０６－２　TEL：０７３７－８２－６６３１
　E-MAIL：recruitl-wakayama@pco.mod.go.jp

国
民
健
康
保
険
野
上
厚
生

病
院
組
合
職
員
の
募
集
に

つ
い
て

町
営
住
宅
（
特
定
優
良
賃

貸
住
宅
）
入
居
者
募
集
に

つ
い
て
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時 

平
成
28
年
2
月
6
日
（
土
）

　

10
時
～
17
時

2
月
7
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

※
詳
し
く
は
、
１
月

号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品

展
示
会

天
文
台
の
年
末
年
始
休
館

12
月
27
日
（
日
）
か
ら
年

末
年
始
休
館
に
入
り
ま
す
。

年
始
は
１
月
６
日
（
水
）
か

ら
通
常
営
業
を
再
開
し
ま

す
。大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
通
行
止
め
」「
ご
声
援
」
の

お
願
い

今
大
会
は
、
１
１
０
０
名
以
上

の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参

加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
通
行
止
め
及

び
交
通
安
全
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
地
図
参
照
）

ま
た
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時　

12
月
14
日
（
月
）

19
時
30
分
～
翌
５
時

■
場
所　

た
ま
ゆ
ら
の
里

（
天
文
台
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
参
加　

無
料
・
申
込
不
要

■
主
催　

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
実
行
委
員
会

■
共
催　

み
さ
と
天
文
台
・
た
ま

ゆ
ら
の
里

■
出
店　

ス
テ
ラ
ー
ト
・chez

み
な
み
・T

he ST
A
N
D

・
キ

ミ
ノ
ー
カ
・
ド
ー
シ
ェ
ル
・
た

ま
ゆ
ら
の
里

三
大
流
星
群
の
一
つ
「
ふ
た
ご

座
流
星
群
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
寒
い
季
節
で
す
の
で
、
暖
を

取
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
仮
眠
や

食
事
も
取
る
こ
と
が
出
来
る
会
場

で
す
。快
適
に
流
れ
星
を
見
上
げ
、

願
い
事
を
唱
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

紀
美
野
町
誕
生
10
周
年

第
10
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

■
日
時　

12
月
20
日（
日
）９
時
～
正
午

　
　
　

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

12
月
の
天
文
教
室

「
き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
in
た
ま
ゆ
ら
の
里
～

ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会
～
」

■通行止め
　（10 時 30 分～ 12 時 30 分）
町道志賀野・井ノ口線
　（ 五 色 台 聖 苑 前 ～ の か み ふ れ あ い
　公園～ドーシェル（パン屋さん）手前

のかみふれあい公園
県動物愛護センター
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■
中
央
公
民
館

２
日　

ほ
し
柿
つ
く
り

９
日　

ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り

16
日　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を

　
　
　

演
奏
し
よ
う

23
日　

お
休
み

＊
12
月
25
日
～
１
月
５
日
ま
で
お

休
み
で
す
。

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

お
は
な
し
会　

９
日　

な
わ
飛
び
を
し
よ
う

16
日　

ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り

23
日　

お
休
み

■
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

調
理
実
習
室

■
講
師　

山
野
睦
子
さ
ん

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い
と

う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

（
先
着
25
名
ま
で
）

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。
）

■
申
し
込
み　

12
月
１
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　
　

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

加
納
沙
誉
子
（
野
小
２
年
）

鈴
木
歩
太
（
下
小
１
年
）

【
３
０
０
冊
】

穂
谷
知
範
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
５
０
０
冊
】

小
川
和
麿
（
野
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
十
字
の
記
憶
」
堂
場
瞬
一
･
著

「
繭
」　
　
　
　

青
山
七
恵
･
著

「
将
来
の
学
力
は
10
歳
ま
で
の

「
読
書
量
」
で
決
ま
る
！

松
永
暢
史
･
著

「
妻
と
夫
の
定
年
塾
」

西
田
小
夜
子
･
著

「
ふ
し
ぎ
な
え
か
き
さ
ん
」　
　

　

間
瀬
な
お
た
か
･
作
／
絵

「
飛
行
士
と
星
の
王
子
さ
ま
」　

　
　

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ス
･
文
／
絵

「
空
海
」　
　

加
来
耕
三
･
監
修

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
豹
変
」　
　
　
　

今
野
敏
・
著

「
あ
の
家
に
暮
ら
す
四
人
の
女
」

三
浦
し
を
ん
･
著

「
あ
え
も
の
サ
ラ
ダ
」

河
村
み
ち
子
･
著

「
か
わ
い
い
和
菓
子
」

ユ
イ
ミ
コ
･
著

「
ア
ブ
ナ
イ
お
ふ
ろ
や
さ
ん
」

山
本
孝
･
作

「
10
分
で
読
め
る
発
明
・
発
見
を

し
た
人
の
伝
記
」　
　
　
　

学
研

■
展
示
期
間　

２
月
21
日
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
役
場
本
庁
・
美

里
支
所
（
敬
称
略
）

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

お
お
た
は
る
と
・
か
わ
も
と
ゆ

う
き
・ 

こ
む
く
る
い
・
し
み
ず

は
る
き
・
ま
が
り
い
ち
ご
・
な
か

た
に
る
い
・
ほ
た
に
と
も
の
り
・

お
だ
ま
い
ぶ
き
・ 

お
お
お
か
か

の
ん
・
か
し
わ
も
と
あ
や
ね
・
ま

す
だ
り
さ
・
も
り
か
ん
な

【
神
野
保
育
所
】

し
い
き
そ
う
た
・
な
か
ま
え
ゆ

う
き
・
お
か
だ
り
ょ
う
や
・
あ
ぶ

ら
や
れ
い

【
毛
原
保
育
所
】

に
し
さ
こ
は
る
と

【
野
上
小
学
校
】

山
本
絆
奈
・
松
下
桧
菜
・
屋
野

凌
駕
・
加
納
沙
誉
子
・
寺
田
誉
・

土
井
加
雅
里
・
久
保
昌
慶
・
中
前

翔
夢
・
安
平
楓
祥
・
幡
司
め
い
・

奥
村
昭
斗
・
山
本
剛
祐
・
田
渕
里

帆
・
森
谷
友
海
・
桑
添
宇
京
・
塩

崎
佳
理

【
小
川
小
学
校
】

奥
結
季
葡
・
中
谷
由
依
・
横
谷

飛
友
・
西
隂
地
輝
幸
・
垣
内
歩
実

【
下
神
野
小
学
校
】

中
尾
心
・
上
中
佑
伊
登
・
坂
本

凛
・
宇
城
悠
生
・
土
井
多
麻
実
・

油
谷
叶
一

【
毛
原
小
学
校
】

田
村
誉
・
大
高
明
伸
・
畑
中
健

吾
・
坪
井
捺
希
・
弓
庭
颯
太

【
野
上
中
学
校
】　

井
上
京
介
・
北
畠
優
香
・
西
浦

悠
乃
・
岩
橋
礼
佳
・
田
中
夢
海
・

横
山
欧
亮
・
吉
野
快
音
・
大
宅
望

愛
・
葛
葉
明
香
里
・
新
出
千
聖
・

松
元
彩
加
・
福
田
歩
美
・
宮
本
来

夢【美
里
中
学
校
】

徳
田
敦
也
・
新
宅
渚
沙
・
松
本

明
徳
・
北
前
祐
二

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

岡
地
成
吾

冬
の
一
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
ち
ょ
っ
と
早
く
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時　

12
月
19
日
（
土
）　

　

10
時
～
11
時
15
分
（
予
定
）

■
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園

■
内
容

10
時
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
お
は

な
し
ポ
ン
）

10
時
30
分
～

合
唱（
き
み
の
児
童
合
唱
団
）

児
童
生
徒
絵
画
展
示

　

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
!!

きいちゃん通信
紀の国わかやま国体　第 3号

紀の国わかやま大会に出場
小畑地区の西圭史さんが、１０月２４日～２６日に開
催された紀の国わかやま大会（第１５回全国障害者ス
ポーツ大会）で、上富田町で実施されたフライングディ
スクの部に和歌山県選手団とし出場し活躍されました。

■国体推進課（℡489―2700）

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

『
児
童
合
唱
団
と
読
み
き
か
せ
』

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
！（中央：西圭史さん　町長室にて）
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ー　わが町サークル　ー
「のかみアスリートクラブ」

のかみアスリートクラブは、発足して14年が経った陸
上競技の団体です。現在は紀美野町スポーツ少年団へ加
盟させていただき、練習を行っています。
当クラブでは、運動をする機会が少ない子どもにも、

運動をする楽しみを教えることをモットーに、陸上競技
をはじめ、色々な運動を行っています。走ることは、ス
ポーツの原点です。
一度体験してみませんか？

■練習日時
　毎週土曜日
　９時～
■場所
　スポーツ公園
　多目的運動広場
■資格
　小学１年生
　～６年生

※場所は急きょ変更する場合もあります。詳しくは、
０９０‐５９７２‐００５１　神谷（かみや）まで

【囲碁の部】
Ａ組
優　勝　吉田　明（海南市）
準優勝　森川敏昭（有田市）

Ｂ組
優　勝　丸山義兼（紀の川市）
準優勝　馬場成孝（有田市）

Ｃ組
優　勝　小阪克彦（和歌山市）
準優勝　福富浩二（和歌山市）

【将棋の部】
優　勝　黄瀬健司（かつらぎ町）
準優勝　市原静夫（海南市）
三　位　井上正顕（海南市）

10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
の
部
門
で
は
、
保
育
園
児

の
か
わ
い
い
作
品
か
ら
大
人
の

方
々
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
で
、
来

場
さ
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。　
　

ま
た
、
発
表
の
部
門
で
は
、
児

童
生
徒
に
よ
る
合
唱
や
ダ
ン
ス
と

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ

れ
、
ま
た
大
人
の
方
々
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
１
年
か
け
て
取
り
組

ま
れ
た
演
技
や
演
奏
が
披
露
さ
れ

大
変
好
評
で
し
た
。
今
年
は
芸
能

大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
保
育
園
児
の
皆
さ
ん
に
「
紀

美
野
音
頭
」
を
踊
っ
て
い
た
だ

き
、
可
愛
ら
し
い
踊
り
に
、
会
場

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
14
日
（
土
）
、
15

日
（
日
）
の
２
日
間
、
小
川
地
区

公
民
館
に
て
作
品
展
示
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
生
け
花
や
陶
芸
等
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
14
日
に
は
料

理
教
室
や
、
人
形
劇
な
ど
も
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

町
誕
生
10
周
年
紀
美
野
町
文
化
祭
・
小
川
公
民
館
作
品
展
示
会

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

第
32
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
・
野
上
招
待

サ
ッ
カ
ー
大
会

去
る
11
月
15
日
（
日
）
中
央
公

民
館
和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
18

名
・
将
棋
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
囲
碁
は
3
組
に
分
か
れ
ハ
ン

デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、
将
棋
は
総
平

手
戦
８
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
熱

戦
を
展
開
し
、
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。
（
敬
称
略
）

11
月
１
日
（
土
）
３
日
（
祝
）

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
、
徳
島
県
・

兵
庫
県
・
大
阪
府
等
県
内
外
よ
り

高
・
低
学
年
24
チ
ー
ム
を
招
き
、

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
部
で

紀
美
野
町
杯
３
位
、
低
学
年
部
で

町
長
杯
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

ば
眼
に
も
示
し
て
や
ろ
う
「
わ
れ

は
こ
の
地
に
住
む
大
蛇
で
あ
る

ぞ
、
大
昔
、
天
の
神
の
命
に
よ
り
、

天
女
を
奉
じ
て
神
野
の
里
に
天
下

り
た
る
も
の
な
る
ぞ
、
月
の
始
め

は
こ
の
地
に
棲
む
が
あ
と
は
、
宮

の
社
に
留
ま
り
宮
を
守
る
、
こ
の

山
の
主
に
し
て
こ
の
あ
た
り
広
く

わ
し
の
支
配
な
る
ぞ
、
驚
く
な
か

れ
、
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
見
せ

て
や
ろ
う
」
か
と
、
見
る
み
る
う

ち
に
恐
る
べ
き
大
蛇
に
変
じ
、
大

き
い
口
を
開
い
て
も
う
も
う
と
火

炎
を
吐
き
な
が
ら
遠
く
前
方
の
松

の
木
（
光
り
松
と
い
う
大
木
）
に

胴
を
横
た
わ
し
て
大
橋
と
な
っ
た

の
で
、僧
は
大
い
に
驚
き
「
あ
ゝ
、

私
が
悪
か
っ
た
、
無
智
を
許
し
て

お
く
れ
」
と
平
身
低
頭
し
て
数
珠

を
取
り
出
し
念
仏
を
捧
げ
深
く
お

の
れ
の
非
を
謝
し
た
、
お
も
む
ろ

に
目
を
開
け
れ
ば
い
つ
の
間
に
か

横
た
わ
っ
て
い
た
大
蛇
は
消
え

去
っ
て
行
く
手
は
何
事
も
な
く
開

け
て
い
ま
し
た
。

僧
は
、
我
に
か
え
り
こ
れ
は
た

だ
事
で
は
無
い
の
で
、
こ
の
ま
ま

捨
て
置
く
べ
き
で
は
な
い
と
思

い
、
い
そ
い
で
里
人
に
は
か
り
、

供
々
に
社
を
つ
く
り
鳥
居
を
建

て
、
恭
し
く
蛇
岩
大
明
神
と
し
て

祭
り
た
て
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
。
爾じ

ら

い来
幾い

く

星せ
い
そ
う霜
、
幸
福
開

運
、
難
病
平
癒
な
ど
、
一
願
必
成

の
大
明
神
と
伝
え
聞
き
参
拝
す
る

人
が
多
い
と
聞
く
。

※
ひ
ろ
（
尋
）
は
両
手
を
広
げ
た

時
の
長
さ
で
長
さ
の
単
位
と
し

て
用
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
５
尺
（
約
1.5
ｍ
）
明
治
以
降

は
６
尺（
約
1.8
ｍ
）

を
表
し
ま
し
た
。

「
蛇
岩
大
明
神
」

今
を
去
る
、
遠
い
昔
の
事
、
若

い
旅
僧
が
都
よ
り
熊
野
に
詣
で
よ

う
と
思
い
険
し
い
山
道
を
健
脚
と

杖
を
た
よ
り
に
、
喘
ぎ
な
が
ら
こ

の
地
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
ふ
と

見
れ
ば
岩
よ
り
這
い
出
し
た
か
、

う
つ
く
し
い
蛇
、
路
上
に
横
た
わ

り
動
こ
う
と
も
し
な
い
の
で
、
僧

は
意
に
も
留
め
ず
股
越
え
て
行
き

過
ぎ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
急
に
鎌
首
を
た
て

て
、
み
る
み
る
う
ち
に
二
※
ひ
ろ

も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
大
き
な
蛇

に
変
わ
り
、
行
く
手
を
は
ば
も
う

と
す
る
、
僧
は
驚
い
て
後
ず
さ
り

し
て
身
構
え
て
申
す
「
お
の
れ
、

わ
が
道
を
塞
ご
う
と
す
る
、
何
の

恨
み
あ
っ
て
か
」
と
、・
・
・
・
・

蛇
の
申
す
に
は
、
あ
な
た
も
僧
の

身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も

無
作
法
で
は
な
い
か
、
無
智
な
る

も
の
に
は
い
ざ
知
ら
ず
、
知
ら
ね

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
十
二
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  学校だより
　『オペラが学校へやってきた !!』

紀美野町立美里中学校

10 月 15 日（木）本校体育館で、文化庁文化芸
術による子どもの育成事業『ミラマーレ・オペラ
「てかがみ」』が実施されました。生徒にとっては、
オペラに触れる機会は一生に一度のことかもしれな
い、そんな機会に恵まれ、生徒 10人が生徒役で出
演して、俳優の方々と共に舞台上で歌い踊り、フィ
ナーレでは、全校生徒が出演し、体育館が全員参加
のオペラ劇場になりました。観劇した保護者や地域
の方からも「オペラとても良かった。生徒が出演で
きて、いい思い出になってとても良い。」との声を
いただきました。
オペラと言うと難しく思いがちですが、この「て
かがみ」は新潟を舞台に戦時中と現在を手鏡が繋い
だ和製オペラで内容も素晴らしく、感動的でした。
中でも俳優さんの鍛えられた体育館一杯に響き渡る
迫力ある歌声には圧倒させられました。
本物の舞台芸術に触れる事は、感動だけではなく、
創りだしている人々への尊敬や畏敬の念、また共に
舞台を作り上げているという有用感、成就感を持た
せることができとても有意義な事です。

歌
　
の
　
小
　
道

高
野
道
庭
に
畑
に
菊
咲
か
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

穭ひ
つ
じ
だ田
の
ま
だ
伸
び
代し

ろ

の
あ
る
青
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

夫つ
ま

の
手
に
綿
虫
翅は

ね

を
閉
ぢ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

猪
の
気
配
の
中
の
お
通
夜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

鬼
ご
つ
こ
銀
杏
落
葉
を
踏
み
散
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

木も
く
せ
い犀
や
手
す
り
に
す
が
る
下
り
坂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

赤
い
羽
根
吊
す
服
に
も
さ
し
て
お
く
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

吹
寄
せ
の
和
菓
子
楽
し
む
神
無
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
和
代

村
祭
御み

こ
し輿
三
台
練
り
歩
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

風
止
み
て
籾も

み
が
ら殻
焼
き
の
煙
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
ま
り
子

ぬ
く
と
き
に
き
ゅ
っ
と
な
く
こ
え
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

あ
ぶ
ら
や
れ
い
（
六
歳
）

亡
き
母
を
ふ
い
に
思
い
ぬ
弁
当
の
　

　
　
　
　
　
焦
げ
目
の
付
き
し
卵
焼
き
な
ど
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

穂
す
す
き
の
風
に
ゆ
ら
ぐ
も
や
さ
し
か
り
　

　
　
　
　
　
月
を
残
し
て
山
降く

だ

り
く
る
　
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

山
菜
食し

ょ
く

す
ま
せ
て
後の

ち

の
散
歩
道
　

　
　
　
　
　
父
母
の
眠
る
峯
夕
陽
に
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

つ
つ
と
来
て
吾
に
唇く

ち

づ
け
し
て
く
れ
し
　

　
　
　
　
　
曾
孫
よ
美は

し
き
女ひ

と性
と
な
れ
か
し
　
　
　
　
河
野
昭
子

木
の
枝
に
う
つ
せ
み
ひ
そ
と
残
さ
れ
て

　
　
　
　
　
何
処
に
逝
き
し
か
秋
の
風
吹
く         

　
西
佐
古
祐
子

花
火
消
え
煙
も
消
え
し
中
空
に

　
　
　
　
　
輝
き
渡
る
星
の
煌き

ら

め
き
　
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

「
ま
た
き
ま
ち
ゅ
」
握
手
が
う
れ
し
い
幼
な
児
の

　
　
　
　
リ
ュ
ッ
ク
に
お
も
ち
ゃ
お
菓
子
が
つ
ま
る
　
梶
谷
美
瑳
子

赴
任
地
の
瀬
戸
内
海
は
エ
メ
ラ
ル
ド

　
　
　
　
　
波
穏
や
か
で
静
か
だ
と
吾

こ

息
は
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

茄
子
・
胡
瓜
か
た
づ
け
終
え
し
畑
で
は

　
　
　
　
　
早
や
冬
野
菜
競
い
育
ち
て
　
　           

森
脇
伊
佐
子

黄
金
に
波
打
つ
稲
の
収
穫
は

　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ン
と
ど
ろ
き
豊
作
謳う

た

う
　
　
　
　
中
浴
た
み
代

ゆ
き
先
の
路
線
見
え
ね
ど
歩
み
た
り

　
　
　
　
　
昭
和
一
桁
命
い
だ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『町民の皆さんと作り上げる流星観望会』
	 矢動丸　泰（みさと天文台長）

毎年当たり外れなく多くの流れ星が流れる三大流
星群。そのうち１年の最後を締めくくるのが、ふた
ご座流星群（12月中旬）です。天文台ではピーク
予想時刻（12月 15 日午前３時）に合わせたイベ
ントを考えています。
真冬の夜に暖を取りながら観察ができる環境を整
えるため、紀美野町の多くの皆さんの協力を得なが
ら準備を進めています。
会場は、たまゆらの里です。天文台同様に暗い夜
空で星を見上げることができるのに加えて、天文台
では難しい、暖の取り方、たき火や温かい食事など
の提供が可能です。
飲食の出店では、ステラート、Chez みなみ、
The STAND、キミノーカ、ドーシェルの皆さんに
ご協力を頂きます。元気長谷毛原会の方々には観望
会場への道案内となる竹灯篭とライトをお借りしま
した。
星空の説明や小型望遠鏡での観望など、いつもの
流星群観望会と同様の内容もあります。皆さんぜひ
ご参加ください。お楽しみに。

「2013 年の
ふ た ご 座
流星群」
提供
Asim Patel
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■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
み
期
限

　

12
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
お
申
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
講
習
内
容

（
１
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

　

こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災

害
現
場
に
急
行
し
て
消
火
活
動
を

行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
し
、
ま

た
応
急
処
置
を
行
い
急
病
人
な
ど

を
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
自
動
車

等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
防
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た

場
合
、
一
般
車
両
は
周
囲
の
状

況
を
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
る
か
、
交
差
点
を
避

け
て
車
両
を
道
路
の
左
側
に
寄

せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る
場

合
は
、
消
防
自
動
車
等
の
通
行

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夜

間
等
の
サ
イ
レ
ン

音
に
対
し
、
付
近

の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
27
年
秋
季
火
災
予
防
運
動

が
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
消
防
署

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11

月
９
日
に
小
畑
在
住
の
交
通
安
全

母
の
会　

副
会
長　

西　

純
子
さ

ん
を
一
日
消
防
署
長
と
し
て
お
迎

え
し
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
火

災
予
防
啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
の
冬
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
等

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す

が
、
火
を
扱
う
上
に
危
険
物
を
燃

焼
さ
せ
る
た
め
、
誤
っ
た
使
用
方

法
が
大
き
な
災
害
に
繋
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
特
に
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

必
ず
灯
油
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
の

高
い
油
は
、
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
て
く
だ

さ
い
。

　

給
油
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消

え
た
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
油
漏

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
油
後
は
、
給
油
口
・
口
金
を

下
に
し
て
油
漏
れ
の
な
い
こ
と

を
そ
の
場
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

 

○
不
良
灯
油
を
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

変
質
灯
油（
持
ち
越
し
た
油
な

ど
）や
、
不
純
灯
油（
水
の
混
じ

っ
た
油
な
ど
）は
、
異
常
燃
焼

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に
置
い

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い
物
の

近
く
、
ほ
こ
り
の
多
い
場
所
で

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
寝
る
時
や
外
出
す
る
と
き
は
必

ず
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
完
全
燃
焼
や
異
常
燃
焼
・
火

災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
寝
る
時
や
外
出
す
る
と
き

は
必
ず
消
火
し
、
人
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

一日消防署長　西
にし

　純
す み こ

子さん防火対象物の特別査察

10月の消防の動き
●火災発生件数…1件　（その他）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 27（１）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ５（　）

11（　） 12（　）

７（　）そ の 他
合 計 50（１）

（　）

（　）
１（　）

（　）
１（　）

27（１）

５（　）
７（　）
51（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
平
成
28
年
1
月

17
日
（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
通
行

時
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
を

一
日
消
防
署
長

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
取
り

扱
い
に
ご
注
意
を
！
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太陽の恵みをいっぱい受け、青々と葉を広げた白菜は、
ただ見ているだけでも「美味しさ」が伝わってきます。こ
んな瑞々しい畑の白菜を見ていると、鍋物だけではなく色
んな料理で利用してみたいなと思います。漬物が苦手で、
自分では漬けたことが殆ど無いのですが、畑の新鮮な白菜
の誘惑で、今は漬物への挑戦意欲満々になっています。

白菜のキムチ
（材料）

白菜　　　１株　
　　　水　　１０カップ
　　　粗塩　　１カップ
大根　３００ｇ、青ネギ　１本、にんにく　１片、
生姜　２０ｇ、りんご　1/2個、桜えび　３０ｇ、
粉唐辛子　大さじ３、砂糖　大さじ３、塩　小さじ１

（作り方）
１、白菜は根元に切り込みを入れ、２～４つ割りに手

で裂き、サッと洗う。　　　　　　　　　　
２、（大根・青ネギ・にんにく・生姜の下処理をします）
　　　・大根は皮をむき、５㎝の細切り
　　　・青ネギは斜め細切り
　　　・にんにくは皮をむき、すりおろす
　　　・生姜は皮をむき、すりおろす
３、分量の水と粗塩で塩水を作り、（１）の白菜を漬

けて一昼夜おき、しんなりとしたら水で洗ってよ
く絞る。

４、ボウルに（２）と桜えび、粉唐辛子、砂糖を入
れ、皮をむいて芯を取ったりんごをすりおろしな
がら加え、よく混ぜ合わせる。

５、白菜の葉と葉の間に（４）を少しずつはさみ、外
葉でくるむようにして形を整える。

６、（５）を容器にすき間なく詰め、ラップを張って
皿で落とし蓋をし、さらにラップで密封し、冷暗
所で５日～１週間おいてなじませ、冷蔵庫で保存
する。

　　～～～　出来上がりが楽しみですね
産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第65回）

わかやま冬の交通安全運動

期間　12月１日（火）～ 10日（木）
平成 27年度交通安全年間スローガン子どもの部最優秀作
～　保ちましょう　心のゆとり　車間距離　～

運動重点
（1）子供と高齢者の交通事故防止
（2）飲酒運転の根絶
（3）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故

防止

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

3日（木）11:00 〜 犬・ねこの飼い方講習会【１3日(日)・２7日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

5日（土）13:30 〜 じどうかん料理教室　 総合福祉センター 青少年センター 489－5909

  9日（水）・21日（月） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

14日（月）19:30 〜 天文教室「ふたご座流星群観望会」 たまゆらの里 みさと天文台 498－0305

17日（木）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

20日 （日） 9:00 〜 紀美野ふれあいマラソン大会 ふれあい公園周辺 生涯学習課 489－5915

28日（月） 役場仕事納め

12月

編 集 後 記
師走を迎え、本年も残すところあと１ｶ月となりました。
この時期何かと忙しく、また寒さも一段ときびしくなります。インフ
ルエンザ対策など健康管理には充分気をつけて、新しい年をお
迎えください。
また、20日（日）には恒例の第10回紀美野ふれあいマラソン大会
がふれあい公園周辺で行われます。みんなで応援しましょう。
一年間ご愛読ありがとうございました。

紀美野町の人口

（平成27年10月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,623人
 …………　男　 4,470人
 …………　女　 5,153人
 …………数帯世 4,440世帯
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広　告

11
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）、

「
世
界
民
族
祭
in
真
国
」（
主
催
：

同
実
行
委
員
会
/
森
谷
泰
文
会

長
）
が
「
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
」（
真
国
宮
地
区
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
世
界
各
国
の
芸
術
、

音
楽
、
舞
踊
、
食
な
ど
を
通
し
て
、

異
文
化
交
流
や
世
代
間
交
流
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
年

で
７
回
目
で
す
。

舞
台
で
は
国
際
色
豊
か
な
民
族

舞
踊
や
音
楽
な
ど
の
ほ
か
、
エ
イ

サ
ー
太
鼓
や
琉
球
舞
踊
な
ど
の
特

11
月
14
日
、
婚
活
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
き
み
の
め
ぐ
り
愛

２
０
１
５
」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
町
内
外
か
ら
男
女
56
人（
男

性
26
人
、
女
性
30
人
）
が
参
加
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
た
ま
ゆ

ら
の
里
」（
長
谷
宮
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部
が
未

婚
の
男
女
に
出
逢
い
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
企
画
し
、
今
回
で
８
回

目
。
町
内
在
住
、
又
は
将
来
的
に

紀
美
野
町
に
移
り
住
む
意
思
の
あ

る
20
歳
か
ら
40
歳
程
度
が
対
象
。

寺
本
町
長
と
小
椋
誠
也
実
行
委

員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者

は
５
班
に
分
か
れ
て
自
己
紹
介
、

男
女
が
協
力
し
て
段
ボ
ー
ル
を
利

用
し
て
の
ピ
ザ
釜
作
り
や
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
のM

aiko

別
企
画
「
沖
縄
か
ら
の
風
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
日
に
は
前
日
祭
と
し

て
、「
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
と
「
音

楽
と
舞
踊
の
ま
つ
り
」が
催
さ
れ
、

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
の

生
徒
た
ち
に
よ
る
真
国
御
田
の
舞

な
ど
地
元
の
伝
統
芸
能
と
和
太
鼓

の
演
奏
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
舞
台
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
各
国
の
舞
踊
や
演

奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
出
店
ブ
ー
ス

で
世
界
各
国
の
食
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

さ
ん
の
指
導
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
、
そ
し
て
、
ピ
ザ
を
焼
い
て

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
意
中

の
異
性
の
名
前
を
書
い
て
投
票

し
、
集
計
の
結
果
８
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

小
椋
実
行
委
員
長
は
「
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り
な
ど
雰
囲
気
づ
く
り
に

も
工
夫
を
し
ま
し
た
。
雨
の
中
で

し
た
が
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

世
界
の
文
化
が
集
う
!!

第
７
回 

世
界
民
族
祭
in
真
国

～
き
み
の
に
恋　

こ
こ
か
ら
始
ま
る
～

“
き
み
の
め
ぐ
り
愛
２
０
１
５
”
で

８
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
!!
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たまゆらの里にて

世
界
各
国
の
食
な
ど
を
楽
し
む
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
う
会
場


